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介

騎
焉
民
族
に
及
び
途
に
民
族
移
動
と
し
て
現
は
れ
る
に
灘
つ
た
こ
と
を
識

し
、
か
」
る
動
凶
と
な
っ
た
黙
こ
そ
豪
古
の
持
つ
擾
酎
ゆ
更
的
な
意
義
で
あ

る
と
さ
れ
て
居
る
。
愛
愚
筆
の
論
文
は
元
代
に
於
け
る
色
目
八
の
庭
史
的

意
昧
を
究
明
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
先
づ
色
臼
人
の
定
義
を
明
か
に
し
、

共
内
容
は
蒙
古
支
配
下
の
非
漢
文
化
罠
を
指
す
も
の
と
断
じ
、
更
に
陳
競

氏
が
色
国
人
の
弘
化
乃
至
劣
化
的
傾
．
向
の
み
を
重
観
し
て
直
る
の
を
非
と

し
、
こ
れ
を
言
語
。
文
掌
・
木
俗
法
・
宗
教
・
學
術
等
の
諸
方
面
に
亙
り
、
，
難
解

の
元
典
章
等
を
駆
使
し
て
楡
写
し
た
後
、
當
代
の
色
目
人
は
色
厨
交
化
の

撰
當
者
と
し
て
、
漢
丈
化
の
搬
當
新
た
る
漢
人
と
蜀
立
野
存
在
を
績
け
て

鷹
た
こ
と
を
力
説
し
、
而
し
て
色
H
文
化
こ
そ
元
朝
の
蒙
古
至
上
主
義
の

背
景
と
な
り
、
域
は
そ
の
支
柱
と
な
っ
た
も
め
で
あ
る
と
結
ん
で
居
る
。

松
田
氏
の
講
ず
る
と
こ
ろ
は
、
蒙
古
史
は
蒙
古
民
族
史
と
岡
一
観
す
べ
き

も
の
で
は
な
く
、
蒙
古
地
方
に
生
起
し
た
二
更
的
諸
現
象
を
把
握
す
る
と

こ
ろ
に
成
立
す
る
と
の
立
場
に
立
ち
、
先
づ
遊
牧
民
の
生
活
形
態
を
激
べ

地
理
的
事
情
を
記
し
、
進
ん
で
彼
等
遊
牧
昆
が
氏
族
、
的
批
曾
か
ら
部
族
制

國
家
へ
と
獲
展
し
て
行
く
過
程
を
致
へ
、
最
後
に
彼
等
の
有
す
る
世
界
史

的
役
割
ぽ
京
西
爾
洋
の
中
間
に
在
っ
て
大
回
模
な
交
易
の
中
縫
を
行
っ
た

所
に
あ
る
と
論
及
さ
れ
、
從
っ
て
説
一
役
鋼
が
近
世
資
本
主
義
…
図
家
に
取
っ

て
代
ら
れ
る
駈
と
な
る
や
、
逢
に
衰
微
の
一
路
を
辿
る
に
至
っ
た
と
論
く
。

要
す
る
に
既
の
譲
本
に
於
て
、
迩
牧
民
と
農
耕
民
と
は
其
比
較
に
於
て
前

者
が
假
令
後
月
的
停
滞
的
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
生
活
様
式
の
獺
違

で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
以
っ
て
無
謬
低
級
と
の
み
考
へ
る
こ
と
は
出
來
な
い

と
云
ふ
黙
に
重
心
を
置
き
、
蒙
古
史
に
封
ず
る
氏
の
抱
負
の
一
端
を
披
渥

盤
謝
二
十
二
撫
讐
　
盤
謝
一
二
號
　
　
　
山
ハ
ニ
論
ハ

し
て
、
護
者
に
期
し
新
し
い
認
識
を
促
し
た
亀
の
で
あ
っ
て
蓋
し
近
來
の

上
乗
な
る
も
の
と
し
て
推
鑓
す
る
。
猶
、
志
田
氏
の
論
文
は
支
那
史
上
に

見
え
る
勅
勒
と
云
ふ
部
族
は
丁
零
・
突
厭
な
ど
玉
共
に
臼
貯
瞠
　
と
云
ふ
書

を
う
つ
し
た
も
の
で
，
ト
ル
コ
民
族
に
馬
す
る
の
で
あ
る
が
、
其
住
地
は

漢
代
爾
北
刺
時
代
を
通
じ
て
、
バ
イ
カ
ル
湖
の
甫
セ
レ
ン
が
河
流
域
で
あ

っ
た
Q
然
る
に
五
朗
十
六
…
幽
時
代
に
ほ
一
部
の
も
の
が
支
那
内
地
に
來
り

河
北
地
方
に
於
て
政
治
的
活
動
を
な
し
當
代
の
北
支
那
政
局
に
大
な
る
影

響
を
輿
へ
て
薫
る
こ
と
を
論
及
し
た
も
の
で
あ
る
。
聴
し
憾
む
ら
く
は
更

に
一
歩
突
…
進
ん
で
極
む
べ
き
顯
の
妙
か
ら
ざ
る
を
思
は
し
め
る
。
其
の
著

し
く
一
調
に
刻
し
、
一
一
呵
成
と
ま
で
見
え
る
文
章
に
も
拘
は
ら
ず
、
創

刊
「
蒙
古
學
」
の
三
頭
論
文
と
し
て
は
鞘
こ
三
一
が
足
り
な
い
様
に
感
ぜ
し

め
ら
れ
る
の
は
あ
な
が
ち
許
者
｝
人
の
み
で
は
あ
る
ま
い
。
以
上
柳
か
愚

民
を
蓮
べ
て
そ
の
紹
介
に
代
の
こ
．
以
て
榮
あ
る
「
蒙
古
學
」
の
誕
生
を
競
す

る
と
誌
ハ
に
、
將
來
の
獲
展
を
新
る
微
意
と
し
度
い
Q
（
善
隣
協
倉
装
行
・
飯

嶽
・
二
〇
）
（
小
野
）

○
回
．
（
ヨ
ご
3
）
、
ψ
9
ご
国
王
〇
三
ψ
＜
○
ユ
Φ
鶏
謬
σ
含
9
μ

　
窪
）
三
重
§
）
臨
£
）
μ
（
ぼ
。
戸
包
鳥
窯
。
昏
○
鳥
2
0
0
2
δ

　
（
δ
H
合
＄
〇
三
9
訴
ρ
ゴ
○
戦
①
塁
0
2
ン
、
．
戸
出
9
、
び
口
窪
・

　
ラ
ン
ケ
と
共
に
「
歴
史
の
世
紀
」
の
誇
り
を
代
表
す
る
と
云
は
れ
る
ヨ
ハ

ン
・
グ
ス
タ
フ
・
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
螢
作
ほ
、
大
別
し
て
三
つ
の
方
．
面
に
於
い

て
考
へ
ら
れ
る
〇
一
つ
は
「
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
大
王
史
」
後
の
「
ヘ
レ
ニ
ズ
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ム
史
」
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
古
代
史
研
究
、
二
は
、
「
プ
望
シ
ア
政
治

史
」
に
よ
つ
て
代
表
さ
れ
る
　
箕
。
・
隆
。
・
9
占
簿
一
9
一
巳
　
な
研
究
、
三
は

口
蓉
。
霊
肉
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
歴
史
の
　
ノ
≦
湊
。
霧
畠
押
藁
・
・
H
o
ζ
①
が
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

れ
で
あ
る
。
彼
の
古
代
史
研
究
が
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
蒔
代
を
獲
柔
し
た
そ
の
業

績
の
偉
大
さ
に
就
い
て
は
、
既
の
場
合
何
ら
の
雷
撃
を
費
す
べ
き
必
要
も

な
い
が
、
併
し
翠
に
十
九
世
紀
と
云
ほ
ず
古
代
ギ
リ
シ
ア
以
來
数
限
り
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

く
そ
の
名
を
墾
げ
5
る
歴
史
家
の
中
で
、
彼
の
編
出
湾
。
三
（
に
匹
敵
す
る

や
う
な
純
粋
に
史
學
理
論
上
の
著
蓮
を
吾
々
に
残
し
た
も
の
は
一
入
と
し

て
存
在
し
な
か
っ
た
と
云
ふ
こ
と
は
、
充
分
記
憶
さ
れ
て
よ
い
蟻
實
で
は

な
か
ら
う
か
。

　
然
る
に
、
從
差
響
の
残
し
た
史
學
理
論
の
著
作
と
し
て
吾
々
が
便
用
し

て
來
た
O
門
§
軍
戸
㎝
自
棄
罵
一
㎝
け
○
「
欝
は
、
イ
エ
ナ
時
代
以
來
コ
一
十
五
年

問
十
八
圓
以
上
、
而
も
常
に
新
な
る
喜
び
と
満
足
と
」
を
以
て
彼
が
行
っ
て

來
た
講
義
φ
8
。
門
園
コ
ミ
筐
。
｝
）
…
難
。
【
；
自
と
亀
剛
○
島
。
δ
α
q
”
。
（
ぽ
門
（
ざ
。
・
c
三
・

。｝

p
そ
の
ま
x
の
も
の
で
は
な
く
、
交
羽
ど
ほ
り
の
奪
毒
9
．
認
に
す

ぎ
な
い
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
は
最
初
一
入
五
入
年
の
夏
學
期

及
び
一
八
六
二
年
に
草
稿
の
形
に
於
い
て
印
刷
さ
れ
て
聴
講
老
に
配
付
さ

れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
公
刊
さ
れ
た
の
は
一
入
六
八
年
の
こ
と
で

あ
っ
た
Q
次
い
で
一
八
七
五
年
に
は
之
を
少
し
く
修
正
し
た
第
二
版
、
　
一

入
八
二
年
に
は
改
訂
第
三
版
が
出
さ
れ
て
み
る
。
既
等
の
総
桜
が
絶
版
と

な
っ
た
後
。
漸
く
一
九
二
五
年
エ
リ
ヒ
・
ロ
ー
タ
ッ
カ
…
に
よ
っ
て
、
．
彼

の
編
韓
す
る
曳
二
三
○
喜
密
≡
乙
〔
副
＄
。
ぼ
畠
ε
叢
書
の
第
一
魅
と
し
て
、
。

新
た
に
之
が
復
刻
さ
れ
た
。
そ
こ
で
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
意
業
理
論
ほ
、
今
照

紹

介

に
至
る
ま
で
こ
れ
ら
露
礁
の
○
戦
琵
費
閂
宏
に
擦
る
よ
り
他
は
な
か
っ
た
の

で
あ
る
Q

　
け
れ
ど
も
、
吐
の
¢
…
乙
憂
船
は
…
…
そ
の
本
來
の
目
的
よ
り
し
て
當

然
の
こ
と
で
あ
る
が
一
i
「
抽
象
的
な
、
簡
潔
な
、
そ
し
て
屡
々
實
際
見

事
に
公
式
化
さ
れ
た
い
。
冨
黛
認
に
要
約
さ
れ
て
み
る
」
が
た
め
に
、
マ

イ
ネ
ッ
ケ
が
自
己
の
纏
瞼
か
ら
云
っ
て
み
る
如
く
、
「
初
歩
の
者
に
は
先
づ

σq

ｱ
N
§
〈
。
簗
州
三
島
一
門
μ
な
も
の
で
あ
っ
た
潔
そ
し
て
「
そ
の
里
芋
を
究
め

る
こ
と
は
、
翠
に
學
生
に
と
っ
て
の
み
な
ら
ず
、
聖
者
に
と
っ
て
も
ま
た

閑
難
で
あ
っ
た
。
斯
く
て
講
義
そ
の
も
の
の
公
刊
に
観
す
る
欲
求
と
希
豊

と
が
盛
と
な
っ
て
來
た
」
の
で
あ
る
Q

　
此
の
要
望
に
慮
へ
る
べ
く
、
公
刊
さ
れ
た
の
が
本
書
に
他
な
ら
な
い
。

太
・
謬
は
、
プ
ー
7
シ
ア
科
學
ア
カ
デ
ミ
イ
の
委
囑
に
よ
っ
て
、
ル
ド
ル
フ
・

ヒ
ュ
ブ
ナ
ー
が
ド
ロ
イ
ゼ
ソ
の
潰
…
稿
申
に
含
ま
る
る
彪
大
な
草
稿
を
整
理

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
纏
め
ら
れ
た
淡
楚
版
で
あ
る
。
勿
論
ー
ヒ
ュ
ブ
ナ

ー
自
ら
が
太
書
の
序
文
で
云
っ
て
み
る
如
く
…
ド
μ
イ
ゼ
ソ
は
新
學
期

の
議
…
義
の
初
ま
る
毎
に
訂
正
に
訂
置
を
重
ね
、
書
入
に
書
入
れ
を
加
へ
た

の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
の
草
稿
の
到
讃
に
は
非
常
な
努
力
を
要
し
た
と

云
ふ
Q
そ
の
際
、
ド
ー
2
イ
ゼ
ソ
輿
身
が
一
入
入
一
年
の
冬
墨
・
期
に
今
一
度

全
然
新
た
に
書
下
し
、
次
い
で
一
八
八
ニ
ー
ー
入
三
年
の
冬
學
期
に
更
に

之
に
総
懸
し
た
も
の
が
、
主
と
し
て
本
書
の
底
本
と
な
っ
た
。
ド
ロ
イ
ゼ

ン
の
死
は
一
入
入
四
年
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
本
書
は
文
字
ど
ほ
り
彼
の

死
の
直
前
の
講
嚢
を
そ
の
ま
」
再
現
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
Q
本
書
の

第
一
部
を
な
す
此
の
く
9
。
ψ
§
㈹
窪
｛
固
囲
）
錠
鮮
§
旨
旨
〇
℃
…
裂
○
［
葉
；
H
㊦
二
口
○
・

第
二
十
・
二
巷
　
　
第
｝
三
世
　
　
　
山
ハ
ニ
七
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紹

介

（
§
o
σ
Q
δ
（
ざ
「
O
霧
。
㌶
α
】
藷
ほ
、
そ
の
量
に
於
い
て
さ
き
の
　
「
三
毎
毎
冨
狐

（
す
属
凶
。
。
δ
山
岸
の
暗
証
僑
に
相
難
し
、
而
も
内
容
に
於
い
て
詳
細
委
曲
を

悉
く
し
後
者
と
遙
か
に
距
る
も
の
の
あ
る
こ
と
は
、
一
た
び
本
書
を
手
に

す
る
者
の
ひ
と
し
く
感
ず
る
と
こ
ろ
で
あ
ら
う
。

　
需
本
書
の
第
二
の
部
分
に
は
從
察
の
O
コ
讐
今
…
器
が
一
入
八
六
年
の
第

瓢
版
の
形
の
ま
」
で
復
刻
さ
れ
て
を
り
、
附
録
の
部
分
に
も
ま
た
此
の
第

｝
版
と
同
様
日
、
｝
さ
巳
O
σ
Q
答
（
ざ
触
O
霧
O
露
O
ぼ
ρ
鵜
昏
O
ご
§
α
q
含
門
O
震
O
露
魯
欝

8
二
影
拶
舘
ゐ
。
ヨ
2
／
／
矧
一
戸
・
望
事
。
ゴ
p
F
裟
a
霞
　
’
F
岬
乙
O
窪
〇
三
〇
簿
ρ
　
累
二
回
話
酔

ε
三
ン
門
⇔
3
0
全
が
牧
め
ら
れ
て
る
る
。
更
に
最
後
に
牧
録
さ
れ
て
み
る

彼
の
｝
三
憂
償
話
〔
冨
言
（
8
居
翻
2
ぎ
δ
尻
〉
ξ
q
窪
麟
。
（
蕊
〇
一
）
は
、
一
八

六
八
年
の
「
王
立
プ
ロ
シ
ア
科
學
ア
カ
デ
ミ
イ
月
報
」
に
載
せ
ら
れ
た
も
の

の
再
録
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
本
書
は
、
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
史
學
理
論
鵬
系
を
よ
く
一
溺
の
う

ち
に
纒
め
あ
げ
た
も
の
に
飽
な
ら
な
い
。
太
書
公
刊
の
意
義
が
、
從
來
未

獲
表
の
彼
の
講
嚢
の
全
貌
を
明
か
に
し
、
今
日
ま
で
「
綱
要
」
に
よ
る
よ
り

他
は
な
か
っ
た
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
歴
史
論
を
そ
の
完
全
な
姿
に
於
い
て
再
現

す
る
と
云
ふ
鮎
に
の
み
存
す
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
は
闘
る
ま
で
も
な
か
ら

う
。
し
か
し
、
一
般
に
文
化
危
機
の
問
題
と
關
毒
し
て
歴
史
思
想
の
混
沌
δ

が
云
は
れ
て
る
る
現
代
に
於
い
て
は
、
古
典
的
史
學
理
論
の
星
崎
と
そ
の

忠
實
な
後
原
を
企
遷
す
る
本
書
の
如
き
は
、
す
で
に
そ
れ
だ
け
で
大
き
い

意
義
を
有
つ
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
少
く
と
も
、
最
近
ド
イ
ツ
に
於
い

て
縦
々
と
刊
行
さ
れ
る
ナ
チ
ス
一
流
の
民
族
主
義
的
歴
史
叙
述
の
数
百
柵

よ
り
も
、
太
書
一
冊
の
出
現
の
方
が
吾
々
に
と
っ
て
ヨ
リ
高
い
等
値
を
も

策
二
十
二
奮
　
第
三
號
　
　
六
二
八

つ
こ
と
は
確
か
で
あ
ら
う
。
吾
々
が
本
書
を
紹
介
す
る
理
由
も
ま
た
こ
し

に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
傾
向
的
と
構
せ
ら
れ
、
小
ド
イ
ツ
涯
と
し
て
疑

せ
ら
九
つ
つ
、
而
も
岡
時
に
偉
大
な
雁
史
理
論
を
吾
々
に
残
し
た
ド
ロ
イ

ゼ
ン
は
、
現
代
に
於
い
て
こ
そ
、
省
み
ら
る
べ
き
幾
多
の
現
實
的
な
問
題

を
吾
々
に
蝿
出
す
る
竜
の
で
あ
ら
5
。
本
書
の
刊
行
を
機
會
と
し
て
、
今

一
度
古
語
的
名
著
が
省
み
ら
れ
、
十
九
世
紀
史
筆
の
遺
産
が
正
し
く
撮
取

さ
れ
る
な
ら
ば
、
木
書
の
刊
行
は
充
分
の
意
義
を
認
め
ら
れ
た
・
も
の
と
云

は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
も
、
こ
の
こ
と
を
通
じ
て
再
び
新
た
な
る
出
護
を

な
す
こ
と
こ
そ
、
特
に
現
代
の
吾
々
に
課
せ
ら
れ
た
義
務
的
課
題
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ

か
ら
う
か
。

　
（
≧
言
9
0
コ
港
島
b
づ
○
艶
ジ
H
8
メ
／
｛
。
門
心
お
く
。
＝
剛
召
○
乙
。
】
旨
。
【
＝
σ
⇒
）
・

（
邦
絶
製
約
拾
⊥
ハ
圓
）
（
・
甲
由
門
）

○
ド
ロ
イ
ぜ
ン
「
史
學
綱
要
」

樺

俊
　
雄
課

　
ド
ー
7
イ
ゼ
ン
の
〔
崖
§
鳥
黒
蓋
（
庁
門
踏
剛
偉
。
尻
…
岸
が
、
初
め
て
吾
々
の
昌
麗
集

に
移
さ
れ
た
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
に
於
い
て
彼
の
講
義
全
文
が
刊
行
さ
れ
た

こ
と
と
相
並
ん
で
、
吾
々
の
ド
ロ
イ
ゼ
ソ
研
究
に
と
っ
て
特
に
感
謝
さ
る

べ
き
蛮
實
で
あ
ら
う
。
・

　
謬
者
は
、
吾
邦
．
少
准
哲
多
者
の
中
で
特
に
雁
史
の
問
題
に
關
…
心
を
示
さ

れ
、
さ
き
に
「
胚
史
哲
學
概
論
し
そ
の
他
を
獲
表
さ
れ
た
樺
俊
雄
氏
。
本
課

書
の
底
本
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
は
、
一
八
入
二
年
第
三
版
で
あ
る

（
唯
、
附
録
の
論
交
「
腿
史
の
鮮
美
」
の
み
は
第
三
版
に
ほ
除
か
れ
て
み
る

（IC2）



・
た
め
第
一
版
に
よ
っ
て
附
加
へ
ら
れ
た
）
。

　
本
課
書
の
債
値
を
更
に
墳
す
も
の
ほ
、
課
者
が
書
初
に
附
せ
ら
れ
た
論

理
「
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
雁
史
槻
に
就
い
て
」
で
あ
ら
う
。
こ
」
に
於
い
て
ほ
ド

ロ
イ
ゼ
ソ
の
傳
記
と
共
に
彼
の
思
想
的
系
譜
が
辿
ら
れ
、
彼
の
學
問
的
所

箆
の
槍
討
と
十
九
世
紀
ド
イ
ツ
史
墨
史
に
於
け
る
彼
の
位
置
づ
け
が
果
さ

れ
て
み
る
。
併
し
、
尊
者
の
接
心
は
、
主
と
し
て
ド
イ
ツ
腿
史
學
涯
に
固

有
な
雁
史
主
義
的
歴
史
観
の
克
服
と
云
ふ
現
代
的
句
題
の
解
決
に
向
け
ら

れ
て
み
る
。
「
ク
ロ
ー
チ
ェ
の
、
ま
た
ト
レ
ル
チ
の
努
力
は
こ
の
課
題
の
解

決
に
封
ず
る
寄
贈
を
目
指
し
て
み
た
」
（
二
六
頁
）
Q
課
者
が
、
本
書
の
糠

課
を
企
て
ら
れ
た
の
も
、
ま
た
、
「
現
代
に
於
け
る
こ
の
課
題
の
解
決
に
勤

す
る
一
つ
の
材
料
」
を
提
供
さ
れ
ん
と
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

　
面
、
巻
末
に
は
「
謬
嚢
註
し
並
び
に
ド
ロ
イ
ゼ
ソ
の
「
著
書
及
び
愚
考
丈

獄
」
が
掲
げ
ら
れ
て
み
る
Q
共
に
吾
々
の
便
宜
を
考
へ
ら
れ
た
層
畳
の
親

切
と
し
て
感
謝
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
（
菊
版
二
三
一
頁
。
棄
老
、
刀
江
書
院

獲
行
。
定
偵
萱
圃
七
拾
銭
）
。
（
申
山
）

○
現
實
　
と
　
歴
　
史

　
日
九
三
三
年
、
米
倉
史
學
曾
々
議
に
於
い
て
、
同
國
の
碩
學
○
ぎ
ユ
窪

卜
・
ゆ
2
盈
教
授
は
、
「
信
念
の
一
行
爲
と
し
て
の
胚
．
史
（
食
養
）
」
な
る
題

目
の
も
と
に
講
演
を
試
み
た
。
．
（
ト
ヨ
。
甑
。
銘
国
議
。
江
。
国
憲
O
i
Φ
≦
6
r

¢。

ﾌ
所
載
）
そ
の
中
で
教
授
は
、
所
謂
歴
史
學
の
危
機
に
就
い
て
論
究
し
た

後
、
雁
史
家
の
研
究
勤
象
の
選
擢
及
そ
の
配
列
と
が
、
腿
史
家
の
生
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

現
實
と
の
聯
關
、
即
ち
必
然
的
に
し
て
、
願
望
的
な
る
難
物
と
の
聯
關
の

紹

介

へ
　
ぶ

織
…
浩
（
｝
，
”
昌
一
¢
　
O
h
　
肖
O
h
O
一
．
O
胃
O
O
）
ー
ー
教
授
に
よ
れ
ば
そ
れ
は
、
膏
彰
o
o
話
。
ざ

身
。
・
島
撃
ご
0
9
】
ぎ
謬
見
沼
5
　
の
三
つ
に
大
別
さ
、
れ
る
I
－
i
に
強
く
制
約
せ
ら

れ
る
こ
と
、
叉
歴
．
史
家
が
一
の
七
五
を
な
す
こ
と
は
、
彼
の
信
念
に
基
い

て
行
ふ
一
の
行
爲
た
る
こ
と
を
強
調
し
て
み
る
。

　
教
擾
の
こ
の
主
張
は
現
在
に
到
る
ま
で
　
貫
し
、
益
々
強
化
せ
ら
れ
て

み
る
。
ベ
ァ
ー
～
教
擾
が
前
の
講
演
を
行
っ
た
翌
一
九
三
四
年
遅
同
型
學

會
議
の
席
上
で
、
艶
器
。
ロ
。
話
Ω
酔
三
内
ω
鼠
夢
氏
が
、
（
恐
ら
く
べ
ァ
ー
ド

教
授
等
の
主
張
を
前
提
と
し
て
で
あ
ら
う
）
米
國
に
於
け
る
歴
史
家
を
ば

大
別
し
て
、
一
を
純
粋
に
「
客
灘
亡
霊
理
」
の
追
求
の
み
に
努
力
す
る
入
々
、

今
や
潜
滅
せ
ん
と
し
あ
る
こ
の
き
寓
。
昏
・
p
ヨ
を
抱
け
る
人
々
、
と
、

他
を
、
こ
の
夢
と
理
想
と
を
脅
か
し
つ
」
あ
る
、
蕪
派
的
な
畠
。
簿
瓜
圃
崔
冒
○

な
人
々
、
特
に
雁
．
史
の
纏
濟
的
説
明
に
擦
る
人
々
、
離
陸
貝
の
生
活
の
混
凱

に
何
等
か
の
光
明
を
與
へ
ん
と
意
識
的
に
試
み
る
人
々
と
の
二
つ
と
し
、

そ
の
闘
に
架
．
橋
す
る
こ
と
の
出
隅
ぬ
深
溝
が
存
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
Q

（
≧
拝
国
凶
・
・
巳
菊
。
〈
●
〈
o
ピ
合
所
戴
一
）

　
こ
の
ス
ミ
ス
氏
の
論
説
に
…
封
し
て
、
ベ
ァ
ー
ド
教
授
は
、
豊
舜
以
。
露
o

U
『
§
5
な
る
一
の
駁
論
を
護
表
し
、
（
跨
コ
ピ
　
削
由
一
〇
ロ
．
　
》
O
＜
●
　
〈
〇
一
●
　
恥
に
）
そ
こ

に
於
い
て
も
、
ス
ミ
ス
氏
が
張
調
す
る
如
き
、
ラ
ン
ケ
流
の
「
客
襯
的
蝿

理
」
乃
至
は
所
謂
「
胚
史
主
義
」
（
凄
冨
8
民
〇
四
。
。
ヨ
）
の
立
場
の
支
持
し
難
き
こ

と
を
情
寝
な
る
分
析
に
よ
っ
て
指
摘
し
、
多
様
な
る
現
蜜
と
密
接
に
結
び

つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
反
っ
て
設
謄
史
的
嬢
焦
し
に
接
近
し
う
る
こ
と
を
力

聴
し
て
み
る
。

　
ベ
ァ
ー
ド
教
授
の
こ
の
賃
徹
せ
る
主
張
は
、
φ
与
広
く
お
尻
氏
と
共

櫨
〃
二
十
二
縦
山
　
第
三
號
　
　
　
山
ハ
ニ
九

（193）


